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イカ完全利用に関する研究(第23報)

イカ爆製の製造について (5) 

防徽剤塗装包装紙による貯蔵効果

谷川英一・秋場稔・元広輝重

(北海道大学水産学部水産食品製造学教室)

Studies on Complete Utilization of Squid 

(Ommαstrephes slo仰 ipac併cus)

XXIII. The manufacture of， smoked squid mea七 (5)

Euchi TANIKAWA， Minoru AKIBA and Terushige MOTOHlRO 

Abstract 

Some f，∞ds including smoked squid， a kind of fish-paste“Chikuwa"， and rice-
cakes were packed into bags， the insidωof which were rubbed with benzoic acid 
and its esters and sorbic acid. This method of preventing molding of food in these 
bags was investigated. 
A noticeable preventive against the growth of molds was 0訟犯，rvedin the foods 
buch as“Chikuwa" and riω-cake， where the surface contacted the inside of the 
bag， but was not observed in smoked squid. 

緒言

現在イカ・タコ煉製品に対する防徽剤として，ソルビン酸およびその塩類(カリまたはソーダ塩〉が

製品 1kg当り 2g以下の使用基準で認可されており，一般的には前報1)でも報告したようにソルピン

酸とプロピレングリコールの併用による防徽処理が行われている。このように紡徽剤を直接的に食品へ

添加する方法とは別に，食品の包装用紙に予め防徽剤を塗布しておき，この防徽弗]塗装包装紙で食品を

包装して貯蔵中の発微を防止することも一方法として考えられる。

この種の防徽包装紙に関する研究としては，先に野口ら2)はセロファン紙の表面にパラ安息香酸フeチ

ルエステルあるいはメチルナフトキノンなどの防徽剤を塗布したものについて検討しているが，その結

果によれば期待した程の防徽効果がみとめられなかったとしている。

著者らは上記と同様の観点から試製された各種の防徽剤塗装紙について，イカ爆製品その他ねり製品

(竹輪〉あるいは米餅などを包装した場合の防徽効果について検討したのでその結果について報告する。

1. イカ塘製品の包装

(1) 供試包装紙

実験の部

某製薬会社において試製された下記 No.1-7の包装紙のほかに，対照として市販のポリセロ (No.

8)並びにポリエチレン (No.9)包装紙を用いた。

No. 1 (SA-1)......パーチメント紙様の紙の一面にニトロセルローズを主体とした基剤と，さ
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らに (EM+SA)を約 7:3の割合で塗布乾燥(塗布量は 1m2当り 2')し

たもので， 8Xl6cm大のもの。

No. 2 (SA-2) ....向上で (EM+SA)を約 10:3の割合で塗布乾燥したもの。

No. 3 (BA) ......向上で (EM+BA)を約 7:3の割合で塗布乾燥したもの。

No.4 (EM) ......同上で (EM)のみを塗布乾燥したもの。

No.5 (Bωe)..... .向上でニトロセルローズを主体とした基剤のみを塗布乾燥したもので，上記

No.1-4の対照紙に相当するもの。

No. 6 (EM-C) ....樹脂系フィルムの一面にニトロセルローズを主体とした基剤を塗布し，さら

に (EM)を塗布乾燥したもので，却cmx16m大のもの。

No. 7 (Base-C)....向上でニトロセルローズ基剤のみを塗布乾燥したもの (No.6の対照紙に

相当)。

No.8 (ポリセロ)..市販の高圧ポリエチレンにセロファンを被覆したポリセロ包装紙で防徽剤

を塗布しないもの〈対照紙)。

No.9 (ポリエチレン)..市販の高圧ポリエチレン包装紙で防徽剤を塗布しないもの(対照紙〕。

但し，上記において EM，SAおよび BAはそれぞれ下記の防徽剤に相当する。

EM......パラオキシ安息香酸-nープチル， イソブチルおよびイソプロピルエステルの三者

混合物

SA......ソルピン酸

BA......安息香酸

(2) 供試材料および処理法

イカ爆製製造工程中，第1次調味後，爆乾，輪切りしたものを用い，実験室において第2次調味を施

したが，この場合ソルピン酸無添加の条件で行った。

(3) 包装方法および貯蔵法

前記の供試包装紙 No.1-5の小型サイズ (8x16cm)のものにあっては， 2枚を用いてセロテープ

接着により袋状に作成し，また他のものにあっては上記とほぼ同大の袋状となし，これらにイカ煉製肉

20g宛を収容し，袋の口をホッチキスぞ封減した。なおこの場合，薬剤塗布面を内側とし，被包装品と

接触せしめるようにした。各種類の包装紙について6袋宛の試験品を用意し，これらを温度 30
0
C，関

係湿度 90%の条件下に貯蔵した。

Tab1e 1. Eva1田 tedva1ues of the productω，rresponding旬 the∞，ndition of growing mo1ds 
(第1表 カピの集落発生状況と評点値)

Evaluated va1ue 
(評点値)

1 

2 

8 

4 

5 

Conditions of the ∞，loniωof the mo1ds 
〈カピ集落の発生状況〕

App町 onesmall ω，lony 
〈小さい集落ーヶ発生〉

Appear some smaIl∞10niω 
(小さい集落数ケ発生)

Grow ωl釘 ge∞lony
(集落が大きく成長)

Cover a Iarge portion of the product with the mo1ds 
(製品の大半がカピでおおわれる〉

Cover aI1凹，rtionof the product with the moIds 
(カピで製品全面がおおわれる〕
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(4) カピ集落の評点方法

上記の条件で貯蔵した各供試晶につき，一定時臼毎に第1表に記載する評点値に基ずいてカピ集落の

発生状況を比較観察した。

(5) 試験結果
4 

試験結果は第1図に示す。第1図にみるよ

うに，総体的にみてカピの発生を防止し得な 盆
いことは明らかである。このうち同一紙質の

No.1-5の系列にあって，紡徽剤を塗布し

JU: 

車柱、J

3 
1> 

ない No.5に対して No.1-4の各防徹剤

塗装包装紙は，より速かな発微を示すなど，

その防徹効果は全くみとめられない。同 3 
様に樹脂フィルム質の NO.6および No.7

の両包装紙間にあっても，その効果において

差は示されず防徹効果はみとめられない。な

お， No.8および No.9のポリセロあるい

はポリエチレン包装紙〈防徽剤非塗装〉に対

する比較においてすら各防徽包装紙では，よ

り速かな発徹がみられるなど，その効果につ

いては全く疑問視されるほどである。

以上のようにイカ煉製品に対しては，各防

徽剤塗装紙はその防徹性において特別にみる

ぺき効果は示されなかったが，このようなこ

'ヨ
1> 
国

10 

Storing time (days) (貯蔵回数〉

Fig. 1. Experiinent&l re開 I包 f償問。kedsquid 
produc旬

(第1図， イカ属製品に対する試験結果〉

No. 1 (SA-1)， No.2 (SA-2)， No. 3 (BA)， No. 4 
(EM)， No. 5 (Base)， No. 6 (EM-C)， No. 7 (Ba鴎-
C)， No. 8 Polyethylene film laminated with ω110-
phane (ポリセロ)， No. 9 Polyethylene film (ポリ
エチレン〉

とは下記のねり製品あるいは米餅などに対する試験結果とも関連して考慮するとき，被包装物と包装紙

との聞の接触がこの種のパラ詰め食品にあっては不充分であることとも関係するようである。

Il. ねり製品(竹崎〉の包装

(1) 供試包装紙

下記種類の包装紙を使用した。

No. 1 (ポリエチレン紙)......市販の高圧ポリエチレンで防徽剤非塗装の対照紙として使用。

No. 2 (SA-1)， No. 3 (SA-2)， No. 4 (BA)， No. 5 (EM)， No. 6 (Base)， 

No. 7 (EM-C) ， No. 8 (Ba随一C)

上記中 No.2-6および No.7-8はそれぞれ前記イカ爆製品包装試験において使用したものと全く

同様である。

(2) 供試材料

スケトウダラを原料として製造された長さ 10cm，外径 2.5cmの小型竹輸(豆竹輪〉で，製品化は

青森市の竹輪工場で行った。

(3) 包装方法

第2図に示すように豆竹輪2本を包装し，その両端をホッチキスで封織した。上記 No.2-6の 9X

16cm大の試験包装紙では2枚を要し，この場合は第2図に示すようにセロテープで接着し連結して用

し、Tこ。

(4) 貯蔵方法
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Table 2. Evaluated vah闘 ofthe productωnespondingω 
the ∞ndition of growing bac旬ria
(第2表，細菌の集落発生状況と評点、値〉

報業産水大北

Evaluated I 
value 
(評値点) I 

0.5 Appωr“Neto" like ωdew 
(水滴のようなネトが発生)

ApPE渇rone sma11 colony 
(小さい集落が 1ケ発生〉

Appear some sma11 ωlonies 
(小さい集落が数ケ発生〉

Appear a large numbers of small∞lonies 
(小さい集落が一面に発生)

Inf1腕 theωloni，ω
(集落が拡散成長)

Cov，ぽ a11portion of the product with infused ∞，loniω 
(製品の全面が集落でおおわれる〕

Condition of theωlonies of the bac旬，ria
(細菌集落の発生状況)

l 

2 

8 

4 品目・1...1(封紙}

Fig. 2. Packing method 
of “Chikuwa" 

〈第2図，竹輸の包装方法〉

PII~dn9 c・"
I~-紙1

5 

昭和38年9月26日に青森市において包装処理したものを直ちに 50Cの冷蔵庫に保管し， 29日に函

館へ持ちかえり，温度 30
0
C，関係湿度 90%で貯蔵し，一定時日毎にカビおよび細菌集落の発生状況

を観察した。

(5) カピおよび細菌集落の評点方法並びに試験結果

カピの集落については前記第1表にしたがい評点を行った。細菌の集務の発生状況については第2表

の基準より評点した。

試験結果は第3図および第4図に示す。第3図より No.2-6のパーチメント質の系列についてみる

に，カピの発育に対し No.2および No.3の (SA-l)あるいは (SA-2)の防徹剤を塗布したものは

B・叫酎i・1細圃)
4 

司，‘

(
M国
軍
，

t
、
紘
)
・
k
r
.
同

，l ，，， 
ー
'

'
 
'
 
'
 

品。Id(市ピ}
4 

勾

4

(
国
字
託
、
肱
〉
・
k
r
.同

A 
S 10 IS 

sωring time (dayS) (貯蔵日数〉

Fig. 4 Experimental results for the growth 
。fbacteria on“Chikuwa" 

(第4図，竹輸の細菌発育に関する試験結果〕
Note: The numbers in this figure show the 
same meaning as tho鈎 in:Fig. 3 
(註:図中の番号については第3図参照〉

o 
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S 10 IS 

Storing time (days) (貯蔵回数〉

Fig. 3. Experimental results on the molding 
of“Chikuwa" 

(第3図，竹輪の発微に関する試験結果〉
No. 1 Polyethylene film (ポリエチレン)，
No. 2 (SA-l)， No. 3 (SA-'-2)， No. 4 (BA) ， 
No. 5 (EM)， No. 6 (Base) ， No. 7 (EM-C)， 
No. 8 (B紛争C)

。
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No.6の対照紙に比し，防徽上効果的とみなされるが， No.4および No.5の(BA)あるいは (EM)

塗装では，さほどの効果はみとめられない。また No.7および No.8の樹脂フィルムの系列のもの

でも両者間に差異はみられず (EM)塗装の効果はみとめられない。

次に第4図より細菌の発育に対する効果をみるに， No. 3， 4および5の (SA-2)，(BA)および (E

M)塗装のものはそれぞれ対照紙 No.6に比較し，やや効果的であり，また No.7-8両者間にあっ

ても No.7の (EM-C)塗装の方がやや効果的であるようにみとめられる。総体的にみて (SA-1)と

(SAーのの塗装のものが比較的効果的とみとめられる。

しかし本実験において観察されたこととして，防徽紙と竹輪との密着面においてはカピおよび細菌の

集落が発生しにくいのに対し， 2本の竹輸の接触面あるいは防徹包装紙と接触していない空間部におい

てカピおよび細菌が，より速かに発育することが挙げられる。即ち防徽剤塗装包装紙の貯蔵効果を充分

に発揮するためには被包装物と密着状態に包装することが肝要なように恩われた。

III. 米餅の包装

前記Iおよび IIの試験結果より防徽剤塗装紙を用いる場，合，第1条件として被包装物と包装紙とを

密着させるニとが肝要なことι包、われたので，本試験では米餅吉正供試料とし，種々の包装条件について
検討した。

(1) 供試包装紙

下記8種類の包装紙を用いた。

No. 1 (ポリセロ，防徽剤非塗装)， No.2 (SA-1)， No.3 (SA-2)， No.4 (BA)， No. 5 (EM)， 

No. 6 (Base)， No. 7 (EM-C)， No. 8 Packing ca鵠(包装紙)

(Base-C) .--l 
上記において No・2-6および No・7-8につい A【，------.1)
ては前記Iの供試包装紙と全く同様である。

(2) 供試材料，包装方法および貯蔵方法

試験前日に製造した市販の米餅で厚さ約 1cmの

ものを，長さ 5cm，幅 3cmの長方形に切りとり，

前記各包装紙で包装した。

包装方法は第5図 (A)一(D)に示す4種の方法に

よった。即ち，

(A) 弛緩包装 (1枚餅)....1枚の餅を包装する

に当り，包装紙に余裕をもたせて餅と密着

させないように包装したもの。

(B) 密着包装 (1枚餅)....1枚の餅を各包装紙

で密着状態に包装したもの。

(C) 密着包装 (2枚重ね)....2枚の餅を積重ね

て，これを各包装紙で密着状態に包装した

もの。

(D) 密着包装 (2枚重ね，区画紙挿入)....上記

(C)に準ずるが， 2枚の餅の聞に外装紙と

同質の防徽剤を塗布した区画紙を挿入し，

密着包装したもの。

-201-

B 置 E 

c 

D 

Rice-cake (米餅〉

Fig. 5. Packing methods of ri骨叩ke
(第5図，米餅の包装方法〉

A....Loo鵠 packing，one pi骨ωofri伐~cake
(1枚の餅を弛緩包装した場合〉

B....C匙腕 paeking，one pI創出aof riω咽 ke
(1枚の餅を密着包装した場合〉

C . . . . Close packing， two piecl謁 ofrice-cake 
(2枚の餅を積重ねて密着包装した場合)

D . . . . Close packing， two pIe<期 ofrice咽 ke
using the insert paper 
(2枚の餅の聞に内挿紙をはさみ密着包
装した場合〕
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以上4種の包装方法により包装したものを温度泊。C，関係湿度 95%の条件下に保存し，一定時日

毎にとり出してカピの発生状況を第1表記載の基準にしたがい評点した。

(3) 試験結果

試験結果は第 6-11図に示すようであった。

(A) 

5 2，3.7 

o 8 13 3 

Storing time (days) (貯蔵日数)

( B) 
5 

唱。

(
掴
甲
州
市
、
紘
)

唱--

.
k
r
.同

o 3 8 13 
sωring time (days) (貯蔵回数〉

Fig. 6. Experimental r，倒叫旬 onrice-ωkω 
Fig. 7. Riceぬk側関ckedby tbe method 

packed by the metbod of“A" of‘官'

(第6図，米餅を A法により包装した場合の (第7図，米餅をB法により包装した場合〉
試験結果)

No. 1 Polyethylene film laminated witb 
cellophane (ポリセロ)， No.2 (SA-l)， No. 
3 (SA-2)， No. 4 (BA) ， No. 5 (EM)， No. 
6 (Dase)， No. 7 (EM-C)， No. 8 (Ba鵠ーC)
NoぬThenum加Ir&in tbe削除問uent
figur曹s (Fig冒. 7-9) show tbe same 
mea凶ngas those in this figure 
(註: 第 7-9図中の番号についても本図
と同様の包装紙の種類を示す)

5 
(c) 

内

d

(
姐
苧
吋
叫
肱
〉

:> 4 

同 1

o 3 13 8 

Sぬlringtime (days) (貯蔵回数)

町g.8. Riωeakes開ckedby the method 
of “C" 
(第8図，米餅をC法により包装した場合)

一叡溜ー

(0) 
5 

主翼

、屯配』J2 3 

〉

同

o 3 8 13 

sω，ring time (days) (貯蔵百数〕

Fig. 9. Riω 伺k倒 packedby the method 
of “D" 
(第9図，米餅をD法により包装した場合〉
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(SA画 2)
A 

5 

主型
屯5

、期JE3 

> 

同 1
，、

/.' 司、..........，.，"- '/  

O 3 8 13 

Storing time (days) (貯蔵日数)

Fig.10. Anti-molding etleet on tb号“rice-
偶蹄"凹ekedby the several kinds of 
methods using the “SA-2" film 
(第10図，防徽弗tlSA-2を塗装した包装紙で
米餅と種々の方法により包装した場合の防徽

効果〉

See Fig. 5 as to the signs of A， B， C and D. 
(A， B， C， D の各記号については第5図参照

のこと)

(E州}

メD
r豊-、、 3 

、紘，〆

> 
国 1

. . 
O 3 8 13 
sω，ring time (days) (貯蔵回数〕

Fig. 11. Anti-molding e1feet on the“rice-
ωke" packed by the 鵠 Vぽalkinds of 
methods using the “EM" film 
(第11図，防徽郵tlEMを塗装した包装紙で
米餅を種々の方法により包装した場合の防徹

効果〉

See Fig. 5 as to the signs of A， B， C and D. 
(A， B， C， D の各記号については第5図参照

のこと)

第6図は前記 (A)の弛緩包装の結果を示し，これによれば No.1の対照紙あるいは No.6のBase

(防徽剤非塗装紙)に比較し， No. 2， 3， 4および 7の (SA-1)，(SA-2)， (BA)および (EM-C)な

どにあっては，ある程度の防徽効果はみられるようであるが， No.8のBase-Cなどと比較すれば大差

は示されないなどその結果は不定である。

これに対し (B)の密着包装では第7図に示されるように， No. 1， No. 6あるいは No.8の各対照

紙に比較し，各防徽剤塗装紙は明らかに発微を遅延せしめ，特に No.3の (SA-2)，No.7の (EM-C)

などは最も効果的で少くも 300Cで1週間程度は発微を抑制する。

また第8図 (Cの密着包装， 2枚重ね〕および第9図 (Dの密着包装， 2枚重ね，区画紙挿入〉にお

いても，前同様に各防徹弗l塗装紙は，それぞれ対照紙 (No.1， 6および 8)に比し効果的に作用し，

(SA-2)， (EM-C)あるいは (BA)， (EM)なども共に有効とみとめられる。

なお (A)-(D)の各包装方法について No.3の (SA-2)および NO.5の (EM)塗装紙を使用し

た場合を例示すると第10図および第11図に示すようで，この結果からも明らかなように， (A)の弛緩

包装に比し， (B)あるいは (D)の密着包装が明らかに防徽上効果的であることがみとめられる。なお

2枚の餅を重ねた場会の (C)および (D)の各包装間にあっては，上下2枚の餅の聞に防徹剤を塗布し

た区画紙を挿入した (D)包装の場合の方が，やはり防徽上効果的のようにみられる。

希損

以上 I-II1の試験結果にみるように各防徽剤塗装包装紙は， 防徽淘j塗布面と被包装物とが密着する

ように包装するときは明らかに貯蔵中の発微を遅延せしめる。この場合 SA群，即ちノfラオキシ安息香

酸エステル類 (nーフ.チル， イソブチルおよびイソフ。ロピルの三者混合)とソルピン酸の混合製剤を塗装

したものは特に効果的に作用するようである。

イカ爆製品のように一般にパラ詰めの状態で通気性をもたせて包装するような形態では，防徽剤j塗装
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紙の効果は全くみとめられなかったが，同様の観点から輸イカ(ムシリイカ〉あるいは裂きイカ〈スル

メの調味乾品〕などのパラ詰め包装におレても防徹剤塗装紙による包装効果は期待出来ないものと思わ

れる。しかし，同じイカ煉製品においても，たとえば真空包装により包装紙と被包装物とが密着し，い

わゆる okineffectを形成するような包猿形態では，塗装防徽弗jによる発徹抑制の効果のほかに，非好

気的な条件も加味されるので防徽効果はさらに助長されることが考えられる。この点については今回試

験出来なかったので，改めて検討の上報告したい。

なおこのような防徹剤塗装紙に使舟する防徹剤としては，適度の揮発性と，11.つ水務性であることが

のぞましいと思われるが，このような蹟鍛剤が食品中に移行する量的問題並びに許可対象食品に見合っ

た防徽剤の使用などについ七も今後検討すべき問題が残されていることはいうまでもない。

要約

安息香酸およびそのエステル類並びにソルピン酸などの防徹剤を塗装した包装紙でイカ煉製品，ねり

製品および米餅などを包装した場合の防徹効果について検討した。その結果，ねり製品，米餅など被包

装物と密着するように包装することが可能な場合には防徹効果は明らかに認められるが，イカ煉製品の

ような包装における密着性が困難な形態の食品にあっては，期待するほどの防徽効果はみとめられなか

っTこ。
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